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要約 : 傾斜地茶園における中切りせん枝当年の断根処理が 翌年の一番茶芽の生育および処理 ,年目 -年
目の細根発生に及ぼす影響を検討した 一番茶後に地上 -/ cmで中切りせん枝を行い 3月に断根処理した
断根部位により茶うねの山側断根区と谷側断根区および両側断根区を設け比較した 断根はいずれも新芽の
生育を抑制したが 葉緑素量および全窒素含有率が増加し 新芽の品質が向上した 処理 -年目の片側断根



















斜度 ,*度 において 樹齢 ,1年のチャ 品種 : やぶきた
を用いて行った 茶樹は株間 -* cm うね幅 +2* cm 等高
線に沿って横うねの弧状仕立てである 中切り処理は
+333年 /月 ,*日に地上 -/ cmでせん枝を行った 断根処
理は同年 3月 -日に-. うねに沿って株元から -* cmの
位置で スコップを用い 幅 -* cm程度の塹壕を掘り 深
さ /* cmまでに分布する根を全て切断し 埋め戻した 秋
整枝は全区とも +*月 ,3日に実施した 試験区の断根部位
は 傾斜地における茶株の上部である 山側 と下部にあ
たる 谷側 に区分した 図 + すなわち 断根を行わな
い 無処理区 山側のみ断根処理を行った 山側断根区
谷側のみ断根処理を行った 谷側断根区 およびうねの両
側を断根処理した 両側断根区の合計 .区 +区のうね長
は .mとした
生育調査は ,***年 .月より樹冠の山側 谷側にそれ
ぞれ .カ所づつ ,* cm,* cmの枠を +区あたり 2カ所
に設置し 一枠あたり新芽 +*芽について継続的に行った
摘採は 出開き度 1*を基準とし 枠摘み調査/および一
枠あたり ,*芽について新芽の形質調査を行い 摘採方法





根群調査は各試験区の山側 谷側 +カ所づつ計 2カ所を
改良トレンチ法1で調査した 調査方法は うねに対して
直角方向に株元から +* cm離れたところからうね間中央
まで +** cm 深さ 0* cmのトレンチを設け 断面に +* cm
+* cmの枠を +区あたり 0*枠設置し 枠内の太根 径
+*mm以上 中根 径 ,	+*mm未満 および細根 径 ,
mm以下 の本数を調査した ,***年 3月
また 処理 -年目には ,年目同様 うねに直角方向
,**+年 2月 の調査に加え 株元から /* cmの位置でう
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率 /*前後の .月 2日においては 断根処理の方法によ
る差はみられなかった 断根区がいずれも萌芽率 2*の
萌芽期 に達した .月 +.日において 無処理区は萌芽率
02.2と低く 越冬芽の発育が遅れた 表 + 無処理区の
新芽長は 生育初期 .月 ,.日 に小さく 生育後半は
断根処理区が小さい傾向がみられた 表 ,




び山側断根区が 無処理区に比べ高い値を示した 表 -
枠摘み による収量調査では 摘芽数および摘芽重 新








断根処理 ,年目 処理 +年後 の根系調査は うねに直
角方向に分布する細根数を計量した 表 / 細根の総数で
は 無処理区に比べ両側断根区で少ない傾向はみられる
が 処理区間の差は小さかった しかし 谷側断根区にお
いて 断根をしなかったうねの山側部に細根数が多く 谷
側部との差が大きかった
断根処理 -年目の調査では 各処理区とも山側 谷側の
細根合計数が著しく増加し 無処理区に比べ断根区で多く










から -* cmの位置で行ったが 処理 -年目に 株元から /*
cmの位置に分布する細根数をうねに平行な断面を掘り計











表 / 傾斜地茶園における中切り後の断根処理が処理 ,年目の細根数に及ぼす
影響
表 0 傾斜地茶園における中切り後の断根処理が処理 -年目の細根数に及ぼす
影響
表 1 傾斜地茶園における中切り後の断根処理が処理 -年目の細根数に及ぼす影
響
表 2 傾斜地茶園における中切り後の断根処理が処理 -年目の中根数および単
位中根数当たり細根数に及ぼす影響
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図 , 傾斜地茶園における断根部位の相違が根系に及ぼす影響 うねに直角方向
注 : X軸の中央が株元であり ,プラス方向は山側 マイナス方向が谷側を
示し うねに直角方向に株元 +* cmからうね間中央に +** cmまで幅 +*
cm 深さ 0* cmまでに分布する細根数
図 - 傾斜地茶園における断根部位の相違が根系に及ぼす影響 うねに直角方向
注 : 地表面から深さ 0* cmまで 直角方向に株元 +* cmからうね間中央に
+** cmまでに分布する細根数 処理 ,年目
傾斜地茶園における中切り後の断根処理が新芽の生育と細根発生に及ぼす影響 35
討した うねに直角方向の分布は 処理 ,年目では大きな
差は認められなかったが 処理 -年目には いずれの処理
区においても谷側部+地点 株元から +* cm,* cm
.地点 株元から .* cm/* cm において根数が少な
く 分布状況にも大きな違いがみられた 図 , 山側断根
区および谷側断根区では 山側部+地点 株元から +*
cm,* cm.地点 株元から .* cm/* cm に急激
に細根数が増加したまた谷側断根区は2地点 株元か
ら 2* cm3* cm および3地点 3* cm+** cm で増
加がみられた両側断根区では山側部+/地点および
図 . 傾斜地茶園における断根部位の相違が根系に及ぼす影響 うねに直角方向
注 : 地表面から深さ 0* cmまで 直角方向に株元 +* cmからうね間中央に
+** cmまでに分布する細根数 処理 -年目
図 / 傾斜地茶園における断根部位の相違が根系に及ぼす影響 株元より /* cm うねに平行方向
注 : 地表面から深さ 0* cmまで +* cm毎に 株元から /* cm離れた部分で うねに平行に




は谷側部0+*地点 株元から 0* cm+** cm に大
きな分布の山がみられ +,地点 株元から +* cm
-* cm にも多い傾向がみられた
細根の垂直分布については深さ +* cm毎に 0* cmまで
調査したうねに直角方向の調査では処理 ,年目 図 -お
よび処理 -年目 図 . うねに平行方向 株元 /* cm の
調査では処理 -年目 図 / の結果を各図に示した
うねに直角方向の断面における垂直分布は 処理 ,年目
では大きな差はみられなかったが 図 - 処理 -年目の山
側部では山側断根区において深さ ,* cm付近 谷側断根区
においては深さ -* cm付近に分布の山がみられた 無処理
区および両側断根区では 深さ +* cm付近に山があらわれ
た 谷側部では 無処理区において深さ -* cm.* cm付
近に分布が多かったが その他の処理区では上層部に多
く 下層に向かって順次減少した 図 .
うねに平行方向の断面における山側部の株元から /* cm
離れた部分の垂直分布においては 無処理区で深さ ,* cm
.* cmに多く 山側断根区においては深さ ,* cm付近
谷側断根区では深さ -* cm付近 両側断根区では深さ ,*
cm付近に分布の山があった 谷側部においては 表層か








では 異なる傾向を示した 表 / 表 0 表 1 しかし 木
化根である中根数では山側に多く分布することが認められ
た 表 2 断根処理 -年目には 無処理区に比べ細根の分
布に大きな変化がみられた 両側断根区では 山側部およ
び谷側部ともに断根付近からの旺盛な発根が観察されたが























処理 ,年目 表 .処理 -年目 表 3の一番茶の生育
収量には 有意の差は認められなかったが 両側断根区で
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E#ects of root pruning on the growth of new shoot
and root regeneration after medium pruning on
hillside tea ﬁeld
By
Tomoji HIROSE* and Takeshi TANABE*
(Received November -*, ,**+/Accepted March +., ,**,)
Summary : The following were examined on hillside tea ﬁelds : the e#ect of root pruning on the
growth of the new shoots and on the regeneration of new roots. Pruning was carried out at above -/
cm from the ground after the ﬁrst crop of tea in mid May. Root pruning was carried out in September,
at positions on the upslope side, the downslope side, and both sides.
These three root pruning methods restrained the growth of the ﬁrst crop tea in the next year.
However, chlorophyll quantity and total nitrogen content were increased, and the quality of the
tea-leaf was improved in all treatments. In the third year after the root pruning, there was vigorous
rooting from the root pruning position on both upslope and downslope sides. It is considered that
rooting was increased at the downslope side as well as the upslope side.
The upslope side root pruning was considered to be practically useful. This paper presents the
following results : the damage by pruning and root pruning is reduced, the workability is also
considered, and the renewal of the subterranean part is attempted.
Key Words : hillside tea ﬁeld, medium pruning, root pruning, Tea (Camellia sinensis L.) plants, upslope
side
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